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事業・施策を加速度的に推進
国家戦略特区制度

さがみロボット産業特区とともに取り組む

加
藤　

一

 （
自
由
松
風
会
）

質
問　

昨
今
、
人
口
減
少
社
会

と
言
わ
れ
る
中
、
本
市
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
都
市
の
活
力
を

維
持
す
る
観
点
か
ら
現
在
の
人

口
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
の

方
向
性
を
市
政
運
営
の
総
合
指

針
の
中
で
示
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
本
市
の
人
口
規
模
と
今
後
の

人
口
動
態
は
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が

著
し
い
地
域
で
は
、
日
常
生
活

の
維
持
や
自
治
体
運
営
に
お
い

て
社
会
的
な
問
題
が
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
口
減

少
が
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
進

行
す
る
こ
と
で
経
済
活
力
と
担

税
力
が
減
少
す
る
一
方
、
社
会

保
障
や
社
会
的
課
題
が
増
加
し

て
い
く
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
循

環
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
起
因

す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
本
市
は
充
実
し
た
都
市
基

盤
や
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る

今
後
の
人
口
動
態

現
在
の
世
代
構
成
を
維
持

子
育
て
世
代
等
を
対
象
に
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
喫
緊
の
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、「
構
え
の
心
」
で
将

来
へ
の
備
え
を
進
め
つ
つ
、
市

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
さ
ら

な
る
成
長
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
市
制
施

行
八
十
周
年
を
迎
え
る
二
〇
二

〇
年
を
一
つ
の
節
目
と
捉
え
、

生
産
年
齢
層
、
特
に
子
育
て
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
取
り

組
み
を
政
策
的
に
進
め
、
で
き

る
限
り
現
在
の
世
代
構
成
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

塚
本　

昌
紀 （

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

被
災
地
の
消
防
団
員
が
住
民
の

避
難
誘
導
な
ど
の
救
援
活
動
に

身
を
投
じ
た
結
果
、
殉
職
し
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

自
分
の
命
を
第
一
に
守
る
自
助

の
必
要
性
を
消
防
団
員
に
最
も

意
識
づ
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ

こ
で
、
発
災
時
の
消
防
団
の
行

動
等
に
つ
い
て
市
が
責
任
を
も

っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

取
り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

地
域
住
民
を
助
け
る
た
め
多
く

の
消
防
団
員
が
尊
い
命
を
失
っ

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
人

の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
み
ず

か
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

消
防
団
員
の
殉
職
は
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

本
市
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き

な
損
失
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
川　

和
広（自

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

本
市
が
国
家
戦
略
特
区

制
度
（
※
１
）
に
お
い
て
先
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
が
上
が
り
、
企

業
誘
致
や
定
住
促
進
等
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
特

区
の
方
針
は
、
本
市
の
政
策
課 　

そ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、「
藤
沢
市
消
防
団

震
災
時
に
お
け
る
安
全
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
平
成
二
十
五
年

五
月
に
制
定
し
た
。
こ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
、
全
て
の
消
防
団
員

が
、
み
ず
か
ら
の
命
と
家
族
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
安

全
行
動
を
原
則
と
し
て
お
り
、

各
分
団
長
か
ら
団
員
へ
周
知
、

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
制
定
後
に
実
施
し
た
津
波

警
報
発
令
を
想
定
し
た
訓
練
を

初
め
、
団
員
研
修
等
の
機
会
を

捉
え
な
が
ら
、
消
防
団
活
動
へ

の
安
全
管
理
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

佐
藤　

清
崇

 （
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以

下
「
大
会
」
と
い
う
。）
の
東

京
開
催
が
決
定
し
、
本
市
も
か

か
わ
り
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る

が
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
支
援
を

行
う
意
義
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
大

会
に
つ
い
て
は
、
誘
致
活
動
に

伴
う
機
運
の
高
ま
り
を
得
る
こ

と
で
、
関
連
す
る
施
策
や
事
業

へ
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
、

ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
る
。
こ

の
機
会
を
捉
え
、
都
市
と
し
て

の
活
力
の
創
造
と
発
展
を
目
的

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、

観
光
、
国
際
交
流
に
加
え
、
健

康
づ
く
り
や
人
権
、
平
和
、
教

育
等
の
場
面
で
、
大
会
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
市
民
と
協
働

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

誘
致
実
現
の
見
通
し
に

つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

誘
致
に
つ
い
て
は
、
参

加
国
の
希
望
と
本
市
の
条
件
が

合
致
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
難

し
い
面
は
あ
る
が
、
選
手
村
や

会
場
ま
で
の
交
通
利
便
性
が
高

い
こ
と
や
施
設
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
他
県
や
他
市

に
比
べ
優
位
な
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
誘
致

種
目
と
し
て
い
る
セ
ー
リ
ン
グ
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に
つ
い
て
は
、

競
技
の
開
催
実
績
や
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
、
優
位
性

を
高
め
て
い
る
。
加
え
て
、
二

〇
一
六
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
大
会
に
向
け
て
、
江
の
島
ヨ

ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
の
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
強
化
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
な
弾
み
と
な

る
。

核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け

平
和
事
業
に
取
り
組
む

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

本
年
六
月
二
日
に
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
（
以

下
「
非
核
協
」
と
い
う
。）
の

設
立
三
十
周
年
記
念
大
会
が
本

市
で
開
催
さ
れ
、
成
功
を
お
さ

め
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
平
和
事
業
の
成
果
を
踏
ま

え
て
核
兵
器
廃
絶
に
対
す
る
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
、
昭
和
五
十

七
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
行
い
、

平
和
学
習
・
長
崎
派
遣
事
業
、

親
子
記
者
・
広
島
派
遣
事
業
な

ど
を
市
民
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
う
し
た
市
民
の
平

和
へ
の
願
い
と
行
動
に
よ
り
、

平
和
を
希
求
し
、
核
兵
器
廃
絶

や
非
核
三
原
則
の
遵
守
な
ど
を

求
め
る
宣
言
等
を
行
っ
た
自
治

体
で
構
成
さ
れ
る
非
核
協
の
記

念
大
会
が
被
爆
地
以
外
で
は
初

め
て
本
市
で
開
催
さ
れ
た
。「
連

帯
す
る
自
治
体
～
被
爆
地
で
な

い
都
市
の
役
割
と
可
能
性
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
外
務
大
臣
、
広

島
市
長
及
び
長
崎
市
長
と
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
本
市
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
平
和
学
習
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
核
廃
絶
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

被
爆
地
を
過
去
の
も
の
と
し
な

い
た
め
に
も
、
市
民
等
と
連
携

し
た
自
治
体
の
果
た
す
役
割
と

重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

今
後
も
核
兵
器
の
非
人
道
性
、

核
兵
器
は
絶
対
悪
と
い
う
認
識

の
も
と
平
和
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
非
核
協
の
副
会

長
市
、
平
和
首
長
会
議
の
加
盟

自
治
体
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
、
市
民
の
安
全
と
平

和
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

題
や
施
策
展
開
と
も
十
分
合
致

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
機
会
を
捉
え
、
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁　

国
家
戦
略
特
区
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会

に
お
け
る
日
本
の
経
済
力
強
化

と
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
の
経

済
、
雇
用
の
あ
り
方
を
捉
え
、

経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
重
点

的
に
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
く
こ
と
は
、
湘

南
の
元
気
都
市
の
形
成
に
お
い

て
も
大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
市
政
運
営
の
総
合

指
針
に
お
け
る
重
点
施
策
の
う

ち
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
及
び
支

援
、
都
市
機
能
の
強
化
並
び
に

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ア
フ
タ

ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
、

特
区
の
方
針
に
大
き
く
関
係
し

得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
区
制
度

を
好
機
と
捉
え
、
本
市
の
施
策

や
事
業
を
加
速
度
的
に
推
進
し
、

本
市
の
元
気
に
弾
み
を
つ
け
る

よ
う
、
現
時
点
で
は
国
家
戦
略

特
区
に
含
ま
れ
て
い
な
い
、
さ

が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
と
の

関
連
も
含
め
、
持
続
的
な
経
済

発
展
を
意
識
し
つ
つ
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
矢　

徹（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

よ
い
人
材
を
確
保
し
、

よ
い
市
役
所
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
は
賃
金
水
準
を
一
定
の
レ

ベ
ル
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
本
市
職
員
の
賃
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
九
年
の
給
与

構
造
改
革
に
お
け
る
地
域
手
当

（
※
２
）
の
創
設
に
当
た
り
、

実
質
的
に
は
賃
金
水
準
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
時
の
人
件
費
全
体
の
削
減

額
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

給
与
構
造
改
革
初
年
度

で
あ
る
十
九
年
度
に
つ
い
て
は
、

年
功
序
列
的
な
給
与
上
昇
を
抑

え
る
た
め
給
与
月
額
の
引
き
下

げ
を
行
い
、
一
方
で
経
過
措
置

と
し
て
現
給
保
障
制
度
を
実
施

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
影
響
額
は

約
二
億
六
千
万
円
で
あ
る
。

質
問　

国
が
実
施
し
た
地
域
手

当
の
創
設
に
よ
り
、
二
十
五
年

度
ま
で
の
七
年
間
で
賃
金
の
削

減
額
は
十
八
億
円
に
も
上
る
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
市

独
自
で
行
っ
て
い
る
給
与
削
減

が
終
了
し
た
後
は
、
課
題
と
さ

れ
て
い
る
地
域
手
当
の
削
減
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
、
二
十
四
年
十
月

か
ら
給
与
の
独
自
削
減
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
間
は
、
地
域

手
当
を
見
直
す
予
定
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
が
、
本
年
八
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
人
事
院
勧
告
で
、

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

地
域
間
の
給
与
配
分
の
あ
り
方
、

世
代
間
の
給
与
配
分
の
あ
り
方

が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
動
向
も
十
分
踏
ま
え
な
が

ら
、
給
与
の
独
自
削
減
期
間
が

終
わ
っ
た
後
の
対
応
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

武
藤　

正
人

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

人
口
減
少
と
い
う
将
来

起
こ
り
う
る
大
き
な
課
題
が
あ

る
中
で
、
市
内
産
業
の
人
材
確

保
や
人
材
育
成
の
観
点
に
お
け

る
課
題
と
展
望
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

市
内
産
業
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
の
影
響
に
加
え
、
国

内
経
済
の
状
況
や
環
境
変
化
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農
水
産
業
は
、
食
料
供
給
や
地

域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
産
業

だ
が
、
担
い
手
及
び
後
継
者
不

足
並
び
に
高
齢
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
本
市
農
水
産
業
の

強
み
や
や
り
が
い
、
魅
力
を
引

き
続
き
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
担
い
手

や
後
継
者
の
育
成
に
関
し
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
Ｊ
Ａ
や
漁
業
協

同
組
合
、
神
奈
川
県
な
ど
と
連

携
を
図
り
持
続
可
能
な
産
業
に

し
て
い
き
た
い
。
工
業
で
は
、

事
業
承
継
が
課
題
と
さ
れ
て
い

る
が
、
国
が
経
営
承
継
円
滑
化

法
な
ど
に
よ
る
措
置
を
講
じ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
国
や
県
の

支
援
策
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
も
の
づ
く
り
分
野
の
若
手

経
営
者
と
後
継
者
を
対
象
に
成

功
事
例
や
経
営
課
題
等
の
情
報

交
換
を
行
う
交
流
の
場
を
設
定

す
る
な
ど
、
地
域
経
済
団
体
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

商
業
で
は
、
町
の
中
心
で
あ
っ

た
商
店
街
が
、
大
型
店
の
進
出

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
普

及
等
に
よ
り
事
業
承
継
に
支
障

を
来
し
、
商
店
街
団
体
の
運
営

や
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
や
流
通
形
態
の
変
化
な
ど
の

傾
向
は
続
く
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
商
店
街
は
、

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
向
け
て
、

安
全
、
安
心
と
い
う
観
点
で
市

民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
う
も
の
と
考
え
る
。

（※1）	国家戦略特区制度…産業の国際競争力の強化等を図り、経済の発展と国民生活の向上に寄与することを目的とし、国が定めた区域において規制改革等の施策を総合的・集中的に推進する制度。
（※2）地域手当…給与水準の地域間格差を解消するために支給する手当。

人が集まる魅力を創出し、さらなる成長を目指すまち・藤沢=湘南C–X（シークロス）

セーリング競技強化センターに認定された江の島ヨットハーバー

一 般 質 問 　 　主な質問と答弁

消
防
団
の
安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
徹
底
図
る

東
京
五
輪
キ
ャ
ン
プ

誘
致
実
現
の
見
通
し
は

市
職
員
の
給
与
水
準

一
定
レ
ベ
ル
の
確
保
を

市
内
産
業
の
人
材
確
保

課
題
及
び
展
望
は


